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　　　褥瘡予防対策管理委員会　第1回　　定例委員会　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録日：令和元年　5月　22日　　
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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
＜議事内容＞
・今年度の事業計画について
今年度の事業計画について委員会フォルダを確認して下さい。
①ラウンド方法について：南山苑・青南病院病棟を、委員長と副委員長、各病棟の褥瘡委員と一緒に交互に行います。

委員会前の15：30からラウンドします。
②委員会で褥瘡発生者の確認、デザインRを各部署より報告して頂きます。事前に情報をまとめて報告して下さい。各電子カルテ書類の作成方法や報告方法、デザインR作成等不明な点は本川NSまで声を掛けて下さい。
③褥瘡発生患者様の報告をメールにて迅速に報告して下さい。
例）
お疲れ様です。

新たな褥瘡発生患者様の報告です。

・R元年.5.3　南病棟　○○　△△様：右臀部

・R元年.5.3　南病棟　△△　○○様：仙骨
現在褥瘡治療中：2名　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　南病棟　本川　沙織
④入院時等の書類の確認は病院は松沢JGMが確認していきます。
⑤各担当について
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1． 褥瘡発生者の確認

＜東病棟＞　　　　　　
・見付　幸一様～H31.1.18持ち込みで入院。
腰部：H31.3.29発生

デザインR　
仙骨部：26点→24点　
　　　腰部：4点→0点　　　4/7治癒
処置　　　　　
仙骨部：イソジンシュガー+ガーゼ保護　
　　　腰部：アズノール+ガーゼ
　　　

食事：経管栄養
インスロー5本/日(5:00、9:00、13:00、17:00、21:00)

※自己抜去リスクある為、胴体・上肢拘束中。

　　　　　　　　
・古里　長太郎様～H31.3.2発生(仙骨部)
　　デザインR：9点→7点　　処置：ゲーベンクリーム+ガーゼ保護
　　　　
食事：ハーフ食　粥・キザミ　エプリッチ1本/日
　　　4/8～4/9絶食
　　　4/9～ハーフ食　粥・キザミ　エネプロゼリー各食1個

※4/8に口腔からの鮮血少量、血液貯留あり。　　

＊現在褥瘡者　2名

＜南病棟＞
・山田　石見様～10/10左足底発生　デザインR13点
　　　　　　　　処置：エルタシン軟膏+ラップ保護　2回/日
脂肪組織が残存している為、洗浄・除去継続中。
経管栄養施行中（CZHi　1-1-1）
　　　　　　　　4/17治癒
＊現在褥瘡者　なし
＜北病棟＞
＊現在褥瘡者　なし
＜西病棟＞

＊現在褥瘡者　なし
＜南山苑＞

居ヶ内　よね様

1 H30.7.18発生①臀部⇒13点

　　　　　　　　　　　　改善傾向。良性肉芽90％以上、ポケットあり。

ガーゼ保護+テーピング療法

2 Ｈ30.12.10発生②左大転子部⇒17点

　　　　　　　　　　　　　　　　壊死組織あり。ポケットなし。

　　　　　　　　　　　　　　　　ブロメライン軟膏+ガーゼ保護+テーピング療法

　　　　　　　　　　　食事経管栄養　CZ-HI　　2-2-2

繋　ハナ様

①H31.1.28持ち込み　　左大転子部⇒14点

　　　　　　　　　　　　黄色の柔らかい壊死組織あり。ポケットなし。

　　　　　　　　　　　　ブロメライン軟膏+ガーゼ保護

　　　　　　　　　　　　食事経管栄養　MAラクティア　1-1-2

柳杭田　かつ子様

①H31.3.4発生　　　背部⇒21点

　　　　　　　　　　悪化傾向。黒色の壊死組織あり。

　　　　　　　　　　ゲーベンクリーム+ガーゼ保護

　　　　　　　　　　食事経管栄養　MAラクティア　2-1-2

沼畑　すみ子様

①H31.3.27発生　　仙骨部⇒24点

　　　　　　　　　　黄色の柔らかい壊死組織あり。ポケットあり。

　　　　　　　　　　ブロメライン軟膏+ガーゼ保護

　　　　　　　　　　食事　全粥　一口大　18単位　減塩食6g

　　　　　　　　　　ほぼ全量摂取。
　　　　　　　　　　　　　
　褥瘡者4/2　　4名
＜南風苑＞
＊現在褥瘡者　なし
＜南寿の里＞

> ・中村　なみゑ様～Ｈ31.4.17　仙骨発生　デザインR6点

> 　　　　　　　　処置：アズノール軟膏+ガーゼ保護　1回/日

> 　　　　　　　　☆皮膚科受診すすめている。

　　　　　　　　　→4月27日、北村皮膚科受診

　　　　　　　　　　フィビラストスプレーとバラマイシン軟膏の外用薬頂く。

> ☆食事内容や食事摂取量

> 経管栄養中であれば→例：経管栄養施行中（CZHi　1-1-1）

> →上の歯が無く、軟らかい食事提供

　　ご飯は柔らか飯・副食キザミ

　　好き嫌いあり代替とし高蛋白食品にしている

　　副食１／３～２／３　ご飯全量

　　4月青南受診しエンシュアリキット1本を1日かけ摂取　　　　　　　　

> ＊現在褥瘡者　1名
次回の委員会は研修旅行の為、現在検討中です。開催日時決まり次第開催メール送信します。場所は病院2階会議室で開催予定です。
